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「近世農書」にみられる畑地濯概
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N.農書にみられる畑地濯瓶

(1) 先進地における皐害防止を目的とした濯

j慨が紹介されている農書

(2) 肥培・防除を目的とした濯j肢が記述され

中 島 峰 広

術などについて考察を行い，江戸時代における

畑地濯践の全体像とその全国的展開を明らかに

することにした。

II.農書とその地理学研究における利用

農書は，古島，筑波，有薗などが述べている

ように，農業の振興を目的として近世に著され

ている農書 た経営・技術に関する解説書である。それは，

(3) 皐害防止を目的とした濯i肢が記述されて 16世紀以前には存在せず，また近代農学の成立

いる農書 直前に当たる1880年代の著作までとされている

V.近世における畑地濯翫

(1) 畑地濯翫が行われた時期と地域

(2) 濯翫目的と用水源

(3) 濯政作物と濯瓶技術

羽.おわりに

1.はじめに

わが国の畑地濯i肢は，筆者が指摘しているよ

うに円 湿潤地のために人工的な濯j肢を行わな

くてもある程度の生産をあげることができ，ま

た，農政における水田重視の施策から，畑地が

二次的な地位に置かれてきたなどの理由により，

昭和においては第二次大戦後に至るまで発達が

遅れていた。しかし，後にみるように，すでに

江戸時代に主要都市周辺の近郊読菜園芸地や木

ヵ~2)， 大部分が江戸時代に著されていることか

ら「近世農書」と呼ばれている。

古島は，農書が主として農民の手によって書

かれた増産を期する努力の跡であるとともに，

日本人の自然観察の記録であるとしており，単

に経済地理学の資料としてばかりでなく文化地

理学の資料にもなりうることを示唆している九

また，筑波は，農書が農村現場での実態を生き

生きと伝える歴史研究の史料になるとともに，

その歴史が日本文化史の素顔をうっしだす鏡に

なると述べている九

これに対して，有薗は，農書が家すなわち個

別経営のための技術書であることを強調すると

ともに円 記述の指標(農作物・農暦・土性な

どを指標とした耕作法の記述〉と内容(総合農

書と専門農書)，記述地域(全国的農書と地域

綿・藍・甘煎などの商品作物栽培地において， 的農書)，著者の属する階層(学者の農書と百

畑地濯翫が行われていたことが農書などの文献 姓の農書)，著作目的(指導的農書と地方的農

によって知られている。

そこで，筆者は近世農書にみられる畑地濯j肢

の記述を検索・整理して，濯j既が行われた時期

や地域，濯翫目的，用水源，濯瓶作物，濯概技

書〕などから農書の整理を行っている。それに

よれば，大部分は農作物を指標とした特定部門

を内容とし，狭い範囲の言及に止まる専門的・

地域的農書であり，百姓が書き手でも読者でも
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ある筆写された地方的農書で、あるとしている町。

このような性格を持つ農書は，定量的資料を

欠く近世以前の地理学研究において，有効な

資料になりうるものと考えられる。しかし，そ

の利用は，有薗が行った展望からもわかるよう

にペ 有薗自身による各地域の水稲や木綿など

の近世における耕作法を復元した研究8) の他は

数例がみられるにすぎない。すなわち，考察の

主要な史料としての利用は三橋や内藤の研究町

であり，傍証のために用いられたものとしては

浮田，松尾英輔，松尾容孝の研究10)などである。

これは，第 1に，農書が農耕の技術書とみな

され，地域空間を論ずる地理学には有効な資料

となりえないと考えられたためである。このこ

とについて，有薗は農書から地表空間の組織を

復元またはイメージすることが困難だったから

であるとしている山。第2に，農書は明確な意

図のもとで組織的に収集され，現代語訳がつけ

られた『日本農書全集jj12) が刊行されるまでは，

地理の研究者にとって簡便に利用できる資料で

はなかったからである。

筆者は，わが国における畑地濯j肢の研究に携

わるようになってから，大蔵永常の「農具便利

論』の中にある「はねつるべ井戸」から水を汲

み上げ，それを畦間へ導いている 2人の農夫を

描いた「夏日畑に水を引く図」を見て，江戸時

代に畑地濯?肢が行われていた事実を知り，近世

まで、遡って畑地濯翫の発展を系統的に整理する

必要を感じていた。それには，利用が比較的簡

単な宮崎安貞や大蔵永常などによる全国的農書

(広域農書〉の他に，各地に散在して残されて

いる多数の地域的農書の畑地濯翫に関する記述

を組J織的に検索することから始めなければなら

ないと考えていたが，その作業の緒さえ見つけ

ることができなかった。そのような折に，有薗

の研究13)で『日本農書全集』の存在を知り，作

業の前進を図ることができるようになったので

ある。

m. 「日本農書全集』と畑地濯減

『日本農書全集』には，表1に示されるよう

~117C |幹lzsl静lzヰ|計

北海道 1 1 

東 北 2 3 6 5 3 19 
( 1， 0) ( 2， 0) ( 3，0) 

関東 1 9 I 5 15 
( 1， 0) ( 4， 0) 

北陸 1 3 1 7 ー 12 
( 1， 1) ( 1， 0) ( 1， 0) ( 3，1) 

中部 1 2 2 I 5 10 
( 1， D ( 1， 1)!( 1， 1) ( 3， 3) 

近畿 1 5 1 7 
( 3，3) ( 3，3) 

中国 3 3 1 7 

(川ω ( 4， .) 

四国 1 2 I 1 I 2 2 8 (「(L1〉(1，1〉( 2，2) ( 5， ，) 

九州 1 7 I 2 I 11 5 26 
( 1， 0)1( 1， 1)1( 4，2) ( 6，3) 

全国 1 3 1 5 
(l， D ( 2，2) ( 3， 3) 

蚕書 3 3 

計 7 16 16 50 24 113 
( 2， 2) ( 3， 1) ( 7， ，):(18，11 ( 4， 3) (34，21) 

資料)飯沼二郎他編 (1977~1983) Ii'日本農書全集』
全35巻，農山漁村文化協会による

(1 )は畑地潅j既の記述がみられる農書
( 1)は肥培を目的とする潅減および商品作物の早

害防止を目的とする濯瓶の記述がみられる農

書

に，全国・地域的農書 113編が収められている。

古島らは~農書の時代」の巻末に1ぺ他から

の引用が少なく，農業の技術的側面を中心とし

て記述されている農書(救荒書，本草書，林業

書，土木・治水書，地方書，農民心得などを除

く)133編を選び，主要農書として掲げている。

この両者を比較してみると，地域的農書に関

しては数がそれぞれ105，100であり，ほとんど

同ーのものが選ばれているのに対して，全国的

農書と蚕書において違いがみられ~日本農書

全集』でその数が少なくなっている。これは

『日本農書全集」では，全国的農書として佐藤

信淵のすべての著作および大蔵永常の「豊稼

録dl~製葛録dl ~油菜録dl ~製油録』や蚕書など

の農耕以外に関する特殊な専門農書が収録され
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ていないためである。佐藤信淵の著作が除外さ 苗中や植え付け時のみの濯瓶にとどまる畑作物

れたのは，編者の一人である山田が編集を終わ が多いことによるものである。

るに当たって述べているように15)，その著作が 次に，農書にみられる前述した条件をみたす

他書からの盗用が多く，諸藩への仕官のために 畑地濯翫については，すべて取り上げることに

大名をはじめとする為政者に対して書かれた農 した。この場合，問題は，農書に記述さわしてい

書であることによるものである。 る畑地濯j肢が地域で実施されているのか，ある

これらのことから， ~日本農書全集」は，農 いは他地域の農業技術の紹介なのか，また農業

耕に関する主要な地域的農書をほとんど網羅し 経営において重要性を持つ作物栽培の濯翫であ

ていると考えられ，畑地濯翫が行われたかどう

かの事実を知るのに十分な資料と判断して作業

を進めることにしたのである。

作業を始めるに当たっては，畑地濯j伎の概念

規定が必ずしも明確でないため，その規定を行

い，使用する用語を整理しておく必要がある。

畑地濯翫は，一般的には「税制上の地目として

の畑地におげる作物(畑作物〉の濯瓶」と考え

られている。しかし，この規定によれば，浮間

が田方綿作として紹介している16)畿内の綿作地

でみられたような，水田で水稲と綿を隔年交代

で栽培する田畑輪換における濯瓶や，有薗が畔

固として紹介している 17)輪中地域の低湿地でみ

られたような水田裏作の濯瓶などを包括するこ

とができない。これらは，作物や濯瓶形態から

考えて畑地濯j肢に含まれるものである。

そこで，ここでは，これらを包括するものと

して畑地濯j肢を捉え， 1地目の如何に拘らず，

湛水状態にない耕地で栽培されている畑作物の

濯翫，もしくは畑作物の栽培前に，地力向上の

ため一時的に湛水して行う濯蹴」と規定したい。

その濯翫目的としては，皐害防止のための補給

水濯瓶，地力向上のための肥培濯翫，虫害防止

のための防除濯献などがあり，濯翫方法として

は，畦聞に水を流す陸間濯翫，作物の上から水

をかける散水濯淑，一時的に水田と同じ状態に

する湛水濯翫などがある。また，減水深を考慮

に入れ，一定の期聞をおいて計画的に行う濯翫

の用語として間断濯翫がある。

このような意味での畑地濯翫を検索するに当

たっては，まず，補給水港甑の場合，畑作物に

対する圃場での連続的な濯j肢であることとした。

これは，単に畑作物に対する濯翫とすると，育

るかどうかなどの判断が必要だということであ

る。しかしこれらは即断することが困難なもの

があるため，一応すべてを取り上げ，改めて全

体の記述から考察を加えて整理することにした。

N.農書にみられる畑地濯漉

表 1は， ~日本農書全集』に収録されている

農書を成立年代別・地域別に示したものである。

収録されている農書 113編のうち，畑地i蓮蹴が

記述されている農書は， ( ')内の数字で示す

ように34編である。表からわかるように全体と

しての農書は，年代別には18世紀以降に増加し，

地域別には東北・関東・北陸・九州に多くみら

れる。これに対して，畑地涯翫が記述されてい

る農書は，年代別には18世紀後半以降に多くな

っており，地域別には北海道を除き各地域にほ

ぼ均等にみられる。

そこで，これら畑地濯i肢が記述されている農

書について，議蹴の目的(早害防止か肥培・防

除か)，濯j肢の実態(当該地域の濯j肢か先進地

における濯j肢か)などから， (1)先進地における

早害防止を目的とした濯j肢が紹介されている農

書， (2)肥培・防除を目的とした濯翫が記述され

ている農書， (3)早害防止を目的とした濯蹴が記

述されている農書，に整理・区分した後に，考

察を加えることにする O

(1) 先進地における早害防止を目的とした濯

j肢が紹介されている農書

表2は，畑作物の濯翫が記述されている農書

を成立年代順に示したものである。これらのな

かで，先進地における早害防止を目的とした濯

翫が紹介されている農書は， 18世紀前半の『農
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表2 I近世農書」にみられる畑地濯i既についての記述
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著 者 J 農書名!成立年同地域 J 潅水作物!用水源l備 考

著者未詳 (阿川l北方農業全書*I年代未詳(阿波・ 1服部医・里芋 叢が商品作

キ印は，地域て栽培される商品作物について，享害防止を目的とした濯波の記述がある農書
①にんじん・うり・ひょうたん・ほうれんそう・さといも ②畔田(くねた〉とよばれる高既による栽培
資料〉飯沼二郎他編 (1977~1983) [j'日本農書全集』全35巻，農山漁村文化協会に工る

術鑑正記.fl(阿波)， 19世紀前半の「北条郷農家 いないが，後述するように当時底抜桶は京都・

寒造之弁Jl (羽前)， ~農業要集Jl (下総)， Il'郷 大阪付近でしかみられなかったので，暗に先進

鏡Jl(肥前)， 19世紀後半の『菜園温古録Jl(常 地における畑作物の濯j肢を紹介して，それが実

陸)の 5書である。

まず，成立年代の早い『農術鑑正記』では

「五畿内には畠にも，井堀溜をこしらへ，木綿

雑穀にも早に設かくれパ，大形の糞よりきくと

云。」とあり 1ペ日照りの時は肥料よりも濯j肢

が効果があるという畿内で行われている農業技

術が紹介さわしている。

次に， Il'北条郷農家寒造之弁」では，綿の濯

j献について「早ニかしげたるハ水糞なとト中事

ハ，農業全書の通なるへし。素水を通し候事に

てハ時候の違ひにて大和，泉州等ハ甚引違ひ事

ニ付，ケ様の教を承る事ハ無詮事ニ御座候。」

とあり 1ペ日照りでしおれている時，水肥をか

けるのは『農業全書」に書かれている通りであ

るが，綿にi程祝するのは大和や和泉と気候条件

が大きく異なるのでその通りにはできないと，

むしろ地域での畑地濯j肢を戒めている。また，

『農業要集」では綿について「早せば水を沃ぐ

ベし」という記述がある 20)。しかし，これは凡

例に「此書は農業全書に漏れたる事と，己年来

種芸を勤めて自得したる事の，彼警の説と異な

る業を載す。悉くハ彼書にあれパ，粗要とする

事のミを記す。」とあり 21) 簡単な記述の内容か

らみて「農業全書Jの要約と考えられる。した

がって，この 2書についても， Il'農業全書』を

通して先進地の農業技術が紹介されたものであ

るということができる。

『郷鏡」では，夏大豆の栽培において「皐に

成りでは豆の葉しぼみて痛む，甚しき時は枯る

L事もあり O 箇様の節は他領にては底抜桶など

にて折 L水を振事なれ共左様の事思ひ付ものも

なし。Jとあり 22) 具体的な地域は明記されて

施されていないことを慨嘆している。

江戸末期の書である『菜園温古録」では，

「綿畑手入」の項で，ある人が云うには「尾川

にては土用入候へば，其家内中不残畑に出て手

入間なく行ふといふ，当国の如く畑に草を立う

なひ疎そかなるは誠に初めて見たり，…日の照

候折井の水を畦に流すとぞ，如此心を龍めて綿

圃の手入をせしとなり。」とあり 23) 尾張にお

ける綿畑での濯税を紹介し，常陸国における粗

放的な栽培を皮肉っている。

このように，前述した5書では，それぞれの

地域における謹瓶が記述されているのではなく，

当該地域の技術向上のために，それぞれの時代

における他領あるいは畿内・尾張などの具体的

な地名で示された農業技術先進地における畑作

物の濯j肢が紹介されているのである。

(2) 肥培・防除を目的とした濯翫が記述され

ている農書

表2に示された農書のなかて，肥培・防除を

目的とした濯翫が記述されている農書は， 19世

紀前半の「合志郡大津手永田畑諸作時候之考」

(肥後)， 19世紀後半の『農稼録Jl(尾張)， Il'菜

園温古録Jl(常陸)の 3書である。

『合志郡大津手永田畑諸作時候之考」では，

その凡例に「白川筋水入畑は煙草作之外肥を不

入，自然に肥を用といふとも其能なし。」とあ

る2的。これによれば，肥後の白川沿岸では，肥

培のために濯j肢を行う畑地を「水入畑」とよび，

煙草作のほかは肥料を施す必要がないとしてい

る。そして，各畑作物の作り方で，大小豆と

粟についてそれぞれ「水入焔は肥を不用J25ヘ
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「水入畑は地許之上肥シを不用種子を捻り土を

冠せJ26)とあり，水入畑では肥料を必要としな

いことを繰り返し述べている。また，煙草，芋

(里芋〉についてはそれぞれ「水入畑は菜種

子，裸麦杯之跡J27
)，1三月中穀雨之比水入畑麦

之中なと，…植込J28)とあり，これらの作物が

水入畑で栽培されていたことを明らかにしてい

(3) 早害防止を目的とした濯献が記述されて

いる農書

表2に示された農書のなかで，早害防止を目

的とした濯j肢が記述されている農書は， 27書で

ある。これらは，さらに，濯翫が農業経営にお

いて重要な意味を持つものであるかどうかによ

って二分され，重要な意味を持つもの19書と，

る。 そうでないもの 8書に分けることができる。

『農稼録Jは，木曽川河口の輪中地域を舞台 農業経営において重要な意味を持たない濯翫

にした農書である。それの土地改良に関連する とは，自給的な作物や自家菜園，実験菜園にお

「堀貫井戸」の項目に， 1此堀抜水…此辺にて ける作物の濯蹴などである。まず，濯翫作物が

ハ水赤色にして，醤油の如し，呑水の料にハな 自給的であるかどうかは，厳密には難しい判断

らねども，田を沃L米多く実のり，又畔田に殖 であるが，その作物の性格や記述の内容から，

し菜種・麦杯にも能効」とある。また「此肥水 18世紀前半の『椎葉山内農業稼方其外品々書

冬より春迄ハ，其井元より構中の回へ井道を立 付Jl(日向)， 18世紀後半の『私家農業談Jl(越

て平等に水を導き，畔田の溝に引入て肥シと 中)， ~開荒須知Jl (上野)， 19世紀前半の『粒々

す。」とあり29¥畔田に菜種・麦類が栽培され， 辛苦録Jl(越後)， ~農業自得Jl (下野〉などは，

その溝に冬より春まで養分に富む井戸水が流さ 自給的な作物の濯翫ではないかと考えられる。

れ，濯翫が行われたことが記述されている。畔 これらは，表からわかるように，濯j肢の対象

田は， くね田と読み， うね田の靴ったもので， となった作物が，陸稲・甘藷・野菜類(里芋・

6株分の土を積み上げてー畦とする高畦のこと うり・なす〉・藍などであり，都市近郊で栽培

である。 される野菜類や藍をのぞけば自給的な性格の強

『菜園温古録」は，すでに先進地の濯献を紹 い作物である。その藍についても，記述がある

介した農書として取り上げたが，その「山の芋 『私家農業談』では，藍の項の冒頭で，藍で染

作り様」の項では， 1畠寒中沢山に水かけ候へ めた衣服は大変丈夫で、あるため， 1農衣ハ猶以

ば地虫緊春虫不生，さゑん物一切虫付不申」と 藍に染たるか古来よりの定法也。」とあり 32) 農

あり 30) 寒中に畑に多量の水をまくと土中の虫 作業衣を藍で染めることが昔からの習慣になっ

が死に，春になっても発生せず，野菜にもつか ていると述べられている。このことから，農作

ないという特異な防除濯翫の記述が行われてい 業衣を藍で染めるために，栽培が勧められてい

る。しかし，その記述は，序に「この書は菜園 ることが窺われ，ここでの藍は，商業的生産が

物，朝夕の食物の助となる菜・大根・ちさ・も 遅れていた越中という地理的位置を考える時，

ろこし・瓜・茄子等の品々，千つ守から耕転して 自給的な作物であったのではないかと判断され

楽しむべき，老の身のやしないにも成る事」と る。

あるように31)屋敷周りの菜園で老人が楽しみ このような濯翫作物からの判断のほかに，

ながら自給用の野菜類を栽培した経験に基づ、く 『椎葉山内農業稼方其外品々書付』と『開荒須

ものであり，小規模・実験的な濯献であったと 知」では，その記述の内容から，甘藷と陸稲が

考えられる。 主要な自給作物であることがわかる。『椎葉山内

したがって，ここでは，肥培濯翫に触れてい 農業稼方其外品々書付』では，年聞の食料をほ

る前2書が農業経営上重要な意味を持つ濯翫で とんど焼畑に依存している山内においては「か

あるということができる。 ら芋を多作り候ハ，各別夫食足合ニも可成候。

外作物之出来さる所ニも出来，或ハ屋錦之端々，
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文ハ費之空地等ニ作り置候而も出来候品ニ候へ

ハ宜作物ニ候。」とあり 33) 甘藷を救荒食料と

して位置づけ，その栽培を奨励していることか

ら，自給性の強い作物であると判断される。

『開荒須知」は，書名からわかるように，荒地

開墾の体験をもとにして書かれたものである。

その開墾畑に適する作物として「先大体ハ大麦，

小麦，粟，稗，黍，早稲，蕎麦，大豆，小豆，

亜麻，胡麻，芋るい，菜，大根よろし。其外通

邑又ハ城下近き所にてハ諸の菜，瓜の類を多く

作りて利を得べし。」とあることから叫，早稲

(陸稲〉が他の穀類とともに自給的な作物とし

て位置づけられていることが読み取れる。

また， 19世紀前半の『砂畠菜伝記j](筑前〉

と『軽巴耕作査会j](陸中〉は，その記述から自

家菜園における野菜類の濯瓶であることがわか

る。『砂畠菜伝記」では，福岡藩の下級武土と

持つものではないということができる。

これらに対して，農業経営において重要な意

味を持つ濯翫と考えられるのは， 19書であり，

商品作物の濯瓶が記述されている農書である。

これらを主要濯翫作物によって整理すると，綿

の濯j践に触れているものが最も多くて10書，藍

が3書，野菜類が2書，甘震が 1書であり 2

作物以上に触れているものが4書である。そこ

で，これらの記述内容を濯瓶作物別にみてみる

ことにする。

(a) 綿の濯j肢が記述されている農書

綿の濯j般については，記述が豊富であり，そ

の内容については，農書成立の時系列的な経過

のなかで，技術の進歩に対応した変化がみられ

る。すなわち， 18世紀後半に入った頃の『農業

日用集j](豊前)と『農作自得集j](出雲)では，

「所により水を汲事有，砂地のかハき強く，早

考えられる著者35)がその自序で，拝領した知行 に痛枯故なり。」叫に「かわきよき処の又水をし

壱番丁の屋敷が「宅地分限に応してハ広く，空 かけてしめりもいれ安き処，日やけの折節水汲

地もある故朝暮之食菜を多く買求すして済しな の手間費すくなく，是を極上々の場所とおもへ

んと心を寄，追々老者に問て少々ツ，作りけ

るに， Jと述べている問。このことから，濯蹴

作物の野菜類が，拝領した屋敷地内の菜園にお

いて自給用に栽培されたものであることが明ら

かである。『軽巴耕作紗」では，野菜畑である

内聞，外圃が「〆壱つ半程也」とあり 37)合計

1反5畝の菜園における濯翫である。淵j翠家は

8町歩の田畑を耕作し，奉公人を含めた人数が

36人であったことから38にこの菜園で栽培され

た数種の野菜類は自給用であったものと考えら

れる。

これらの他， 18世紀後半の書である『菜種作

り方取立ケ条書j](羽後〉は， 序に「蕪苦・油

菜の二タ色をいらびて，時を考へ数年来菜園に

作りて鍛練を得だるゆへ，Jとあるように39)

実験菜園における菜種の濯j肢が記述されている

農書であることがわかる。

このように，ここで取り上げられた8書に記

述されている濯翫は，作物が自給的であるか，

自家菜園・実験菜園における栽培であるかのい

ずれかであり，農業経営において重要な意味を

り。J4!)などとあり，砂地のところは土地が乾く

ので濯翫が必要であるとか，乾きやすい土地で，

しかも濯翫した時に水もちのよいところが最高

であると述べられているように，濯i債と土地の

性格や土壌との関係が論じられている。

これに対して， 18世紀後半でも終わりに近い

「一粒万倍穂に穂j](備中〉や 19世紀前半の

『農業日用集j](三河)， ~農家業状筆録j] (伊

予)， ~自家業事日記j] (因幡〉などでは， r綿の

水土用の中に入る Lハくるしからず。土用過て

の水ハ大にあし.¥，.oJ4ぺ「六月の節ニ入れノミ多

くハ早になるものなれパ七八日十日め位に水を

かけて半夏にし置たるこゑをきかする為也。J43)， 

「土用にいれは，…水をうねの間へなかす。是

も日にかる与ものにて，日よりつムけハ日々水

をくみJ44)，r六月 照続ニなり候へハ，不痛先

水あて可申。J45)などとあり，六月あるいは土用

になると早天が続き濯蹴が必要になると述べら

れているように，濯j段そのものが問題にされる

ようになり，その時期が論じられている。

これらと同じ19世紀前半に，畿内およびその

- 9ー



周辺の農業先進地で成立した農書でt工，濯融自 強い時に濯水すると作物の根を痛めることが指

体の記述はさらに詳細であり，濯翫技術の進歩 摘されている。

が認められる内容になっている。すなわち， そして，綿作の専門農書である『綿圃要務J

『農稼業事Jl(近江)では， 1草綿ハ早草とハし、 (全国〉と河内綿作地の農書である『家業伝』

へども畑ハしめり気なくてハ痛ベし。日々に水 (河内〉では，近世における木綿作の栽培技術

をしかけ田もてりつ父けパ，畦の溝に水をしか

けて地に湿気をあらしむべし。」とあり 46) 畑

と水田での綿作を区別して，それぞれの濯淑の

が集大成されており，畑地濯殺についても詳細

な記述が行われている。「綿圃要務」では， 1肥

しを仕置て若皐つ立かノミ，水が L り有所ならパ，

あり方が述べられている。また， w農業余話」 畦の溝毎に水を仕かくべし。尤水は日暮か夜分

(摂津〉では， 1土用後に早にて痛む時水を沃 かくるやうにすべし。J48
)，1至りての砂地ハ，・

ぐに心得あり。…陽光の盛りなるうちは沃べか 摂津・河内辺の如く，畑毎に井戸をほり，畦毎

らす。夜に入てかくべし。」とあり 47) 陽光の に水を流し入てハ，砂地故土に吸込，睦々へ行

表 3 IF家業伝』の綿作日記にみられる濯j援の記事

&陰dlT種後妥| 摘 要

4月4日 I 3~4 日

5月10日 40日 |根が出始める

5月20日

6月1日

6月10日

6月20日

7月1日

7月10日

7月20日

8月1日

8月10日

50日

60日

70日

80日

90日

100日

110日

120日

130日

綿の蓄が沢山できる

花が咲き，実が増える

花が半開きになる

花が上に登り，小さな実
が生じる

花が咲き登る

最上部に花が咲き，根元
には小さな実ができる

茎の中聞にも実がつく

結実の最盛期となる

綿が吹き出す

海 j既 の 記 事

「若天気続へ三，四日ニ水入へl.-，後雨ふり共不苦，J
「此比天気総カハ水入ル事不可怠，水不足スル時大ニ後ル
;，.， J 

「若亦日和続不怠水ヲ多く入へし，J 
「天陽強者水養強キ程よろし，根元より四，五寸問之水ヲ

入レへし。」

「皐猛レツナラハ，シハシハよりヤケニ掛ルカ，掛ヌカノ
内四，五寸，ハ子ニ入へし。」

「凡此比ノ水ハ暑ュ応可水入，暑強ニ水不足セシ綿，モシ
テリ百二，三十日比迄もツムごキナハ，必病入ル。」

「水養如前文・・」

「此比之水不足スル時へ病之入ル元与成り， J 
「此比より軽土ダハダハ地者，小水ニ入ノレ L方ヨシ，シメ
ル地者多く入レテモ不苦侠得共，J
「百日より之水へ官之前本杯ノ乾地ニ而，七，八日目七

板*之主口ニ市，九日，十日目位ニ定，中水ニ而ヤケヌ内ユ
廻ルへし，早年ニヤカセシハ必病入ル也。」

「暑気強ケレハ水ヲ四，五寸ハネニ用へし」

「古入札弐百十日より者，水者不可入与申伝へ候得共，
土佐・朝せん杯者ヲデ丸等之如，綿之吹シブトキ者ニ者無
候得ハ，古与ハ少し違候得者，時之寒暖ヲ深く考。遠ク慮
而軽ー水入へシ。三十斤取致し侯よりハ水ハ不入也，此比
ノ水ハ只暑与ニヨリ，入レテョキモ有リ，悪シキモ有リ。」

「乾地ニ而十二，三日早候ハ;"，軽クー水入へし， J 
「古人之金言宜成哉。二百十日より水イラズ与云也，綿

二，三十吹テより，暑猛レツ成り共，水ハ不可入.J 

追記) I大水ハ必病ニ水ニアタリテ，其上ニ直病ヲ加ウル也，必大水ハ不可入，小水ェ而ヤケヌ内ヤケヌ内

ニ掻ベシ，モシャケ過ナハ，直小水ニ掻ペシ，ヤケ過タルヲ水大ク用ユレハ必頭カ、ン入ル也。」

「尻ノ水ハ，アツサヲ相手ニシテ水入ルベシ，冷気ナラハ水ハ不可入，土用ノテリハテリニ応ジ，水

多サへ入ルレハ害ナシ，…残暑強ハ小水ニシテ，乾地六日目，中湿・・・八日目位。百廿日比ノ水カゲン

也。」

注) *印は字・小字名による圃場の名称

資料〕木下清左衛門『家業伝Jj， 1842， (岡光夫翻刻『日本農書全集8Jj農山漁村文化協会， 1979， 35~60頁〉
iこよる
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まず「木綿作意話」では， I此比靖日続候ハ人

必ニ水入レ不可油断ス， Jとか「此比者，晴雨之

考，水入レ， Jなどとあり 50) 天候によって濯

淑が必要なことが述べられている。そして， こ

れらのことは，表3に示されるように， I綿作

日記」においてより詳細な記述が行われており，

濯翫の記事は播種後 3~4 日から 130 日まで，

綿の成長や皐魅の状況に応じた方法にまで言及

されている。また，表4に示される「水掻手

配」では，各圃場ごとに濯翫が行われた日と濯

翫作業の労力配分が記されており，畑地濯j肢に

関するこれらの記述内容は近世農書随一の質量

を誇るものとなっている。

届事なL。イ依衣て砂地ノハ、荷ひ水にてかくる也。J4臼9

などとあり，底抜桶によって濯水が行われてい

る図が添えられている。これによると，濯j肢は

夕方か夜でなければならないことのほか，一般

的な壌土の土地での畦間濯j肢と，摂津・河内の

綿作地でみられる浸透が激しい極端な砂地で畑

毎に設けられた井戸を利用して行われる担送に

よる散水濯i肢が区別されて記述されており，濯

翫技術の一層の進歩が窺われる。

『家業伝』は，綿についての記述が，全体の

約40%を占める作物耕作法の記述の半分を占め

ているとともに，それに続く項目でも綿を中心

とLており，専門農書に近い内容になっている。

川の水が止まる
(利用期間15日間〉

はねつるベ井戸を
準備する

(入升桶ー5つ，
長い日覆い-3つ
休憩所，さお竹-
2本，縄などを用

l意、する〉

『家業伝』にみられる綿の潅減作業(労力配分〉の記事

摘 力〉(動(労業

「官之前」の川水による濯i銃
「一本木」の)11水による潅i既
「七板j，1""上り一本木」の川水による濯波

「上之沢Jの川水による潅減

作j既濯
月日 (
〈太陰暦)I 

6月22日|川の水が入り始め
|る

6月23日!皐天による水廻り
|が始まる

7月2日!
7月3日i
7月4日

7月 8日

表 4

要

〈上・春・長・千・甚・吉〉

〈長・甚〉

〈甚〉

(長，外4人〉

(田の濯i既と合わせて 6人〉

(甚〕

〈長・甚〉

(長・甚〕

(甚〉

(甚〉

(甚〕

(長・甚〉

「宮之前j，1""一本木」の自家用井戸による濯波

「上り一本木」の白家井戸による濯減

「七板」の自家用井戸と庄兵衛井戸による潅滋

「宮之前j，1""一本木」の潅滋

「上之沢」の戸池・さえんぼ*による潅減

「上之沢」のさえんぼによる濯漉

「上り一本木」の潅滋

「官之前j，1""一本木」の濯波

「七板」の自家用井戸による濯滋

「上之沢」のさえんぼによる潅波

「上之沢」のさえんぼによる濯瓶

「官之前j，1""一本木」の潅瓶

7月10日

7月11日

7月12日

7月13日

7月17日

7月18日

7月19日

7月20日

7月21日

7月23日

7月25日

7月27日

7月28日

7月29日

注) 1"" jは字・小字名による圃場の名称

(上・春・長・千・甚・吉〉は奉公人の名前の頭文字，長・甚ば頭(責任者〉であったと考えられてい
る

*印は溜池の名称と考えられている

資料〉木下清左衛門『家業伝.!I， 1842， (岡光夫翻刻『日本農書全集8.!1農山漁村文化協会， 1979， 252~256 
頁〉による
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このように，綿の濯翫については， 18世紀後

半でも，その初めの頃の農書では濯j肢と土地や

土壌との関係が述べられているのに対して，そ

れ以降においては濯翫自体のあり方が述べられ

ており，ことに畿内などの先進地における農書

では，集大成された精綴な濯翫技術が展開され

ている。このことは，筑波が江戸時代前半の農

書が自然に順応しようとする態度から土に関す

る記述が多いのに対して，後半の農書は自然を

変革しようとする態度から人工的技術である肥

料に関する記述が多くなっていると述べている

ことと照応しており 51) 農書全体にみられる傾

向であったと考えられる。

(b) 藍の濯j肢が記述されている農書

藍のj窪j般については， 18世紀後半の藍の専門

農書である『藍作始終略記oll(阿波)， 19世紀前

半の『農業功者江御問下ケ井ニ御答書oll(周防〉

と成立年代未詳の『阿川北方農業全書oll(阿波〉

にその記述がみられる。『藍作始終略記」では，

濯翫そのものについての記述はないが，藍作に

適した土地と収支計算を行っている「藍作地善

悪」の項目で「外ニ水取日用銀肥料合百弐拾

壱匁」とあり 52) 濯蹴のために日雇い人夫が使

われ，その費用が肥料代とあわせて反当銀 121

匁になったことが記されている。

『農業功者江御間下ケ井ニ御答書』では，藍

栽培法の問答において「水あての儀は， 日痛入

さる前方より， 日の七ツ頃にあてかけ，溝へ大

抵に当り候ヘハ水を落し候が可然，若シがんぎ

の上まで少し水あかり候様にあて侯て水落ささ

れば，株すへて弐番藍芽の出不宜，幾度も見計

いを以前断の通りにあて候てよろしく御座候

事。」とある 5ヘこれによれば，藍は早害を受

ける前に濯j肢の必要があり，その方法は午後4

時頃，畦聞に水を入れ，一杯になったところで

水を落とすようにしないと，株が腐り二番藍の

芽がよく出ないとしている。

『阿州北方農業全書』では， ~但シ雨かいなく

年ニハ植付候跡へ早速水を入候方よろしく候。

尤入梅の宣告ハ皐リ候共半げ迄の内ハ水取不申侯

方宜敷候。尚々打続皐ニ侯ヘハ追々かくのこと

し。J，[又此如ニ而皐越年と見込候得ハ，壱度

又は二度迄は水を入置候方よろしく候。吏跡入

梅水を恐レ候故，J，[四番肥前…此節ひでりと

相見へ候ハ、，遠慮なく水を取{民事。藍吏時分

迄三四度まてハよし。」などとあり，藍作に必

要な道具として「早越の節水入候道具」をあげ

ている54)。これによれば，半夏生(太陽暦では

7月上旬)までは濯j肢の必要はないが，それを

過ぎて早魁になったら遠慮なく濯翫した方がよ

く，四番肥の半夏生の頃から刈取が行われる土

用の 3日目(太陽暦では7月下旬)頃までに 3

~4 回の濯j肢が適当であるとしている。

このように，藍の謹翫については，周防の屋

代島と主産地であった阿波の農書に記述がみら

れ，濯j既に従事した日雇い人夫の費用計算や反

当収量に関係するこ番藍の芽生えを損なわない

潅翫方法の記載などからもわかるように，高度

の商業的農業を支える一環として，濯j肢が行わ

れていたことを知ることができる。

(c) 野菜類の濯j肢が記述されている農書

野菜類の潅瓶に触れているのは， 18世紀前半

の『耕稼春秋oll(加賀)と 19世紀前半の『西村

外間筑登之親雲上農書j](琉球〉であり，前者

は金沢近郊，後者は首里近郊を舞台としている

農書である。『耕稼春秋』では，畑作物のーっ

として取り上げられているなすの項目で， [茄

子七八月大きに早の時ノ、畠の中へ夕方水を当て，

朝其水を落しでもよし。」とあり 55) 用水の項

目でも， [又畠の脇又野に小池を堀，井をかま

へて皐の備へとすへし。其外茄なとも極熱の中

ハ，畔の溝に折々水をそ Lき引てj閏すへし。」

とある 5ヘこれらの記述から，畑に野井戸を掘

り，早天時になすなどの野菜類の畦聞に水を注

いで濯j献していたことが窺われる。

「西村外間筑登之親雲上農書』では，野菜類

の栽培法が述べられている冬瓜の項目で「且又

早勝の時は五六日越，一穴に水ー荷つ Lかけ候

也。J とあり 57) 辛天時には5~6 E1おきに 1

穴当たり 1荷の水をかけるとよいとしている。

このように，野菜類の濯翫については，成立

が18世紀前半の金沢近郊と19世紀前半の首里近
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郊を舞台にしている二つの農書の簡単な記述が

みられるにすぎない。

(d) 甘荒の濯j肢が記述されている農書

甘震の謹j肢については， 19世紀後半の甘荒の

専門農書である『甘照栽附ヨリ砂糖製法仕上ケ

迄ノ伝習概略記~ (讃岐)に，その記述がみら

れる。これで、は，付章の「濯水又ハ排水ノ方法

及其器械」の項目に， r植付后照続ケへ十日

間計担桶ニテ水ヲ担ヒ，杓ヲ以茎根ニ濯水、ン，

土用中ノ炎熱ニハ地ノ乾燥セサル為，溝中へ池

水ヲ以十日間ニ二度乃至三度排水(配水と考え

られる)oJとあり 5ペ植え付け直後の杓による

濯水と区別して，土用の早天時に10日聞のうち

2~3 度，溜池の水を利用して行われる畦間濯

翫が記載されている。 Lかし，明治前期に成立

したこの農書を除き，他に記述がみられないこ

とは，甘荒栽培と砂糖製法の技術が蓮摩藩によ

って管理され，その普及が抑えられたことに関

係しているものと考えられる。

(e) 2作物以上の濯瓶が記述されている農書

2作物以上の濯慨に触れているのは，綿・藍

について 1書，綿・藍・野菜類について 2書の

農書がある。まず，綿と藍の濯翫に触れている

のは， 17世紀後半の『百姓伝記~ (三河〉であ

り，畑地濯j慢の記述がみられる最も古い農書で

ある。これには「五穀雑穀耕作集」のなかで綿

と藍が取り上げられており，それぞれ「日てり

に及ていたミはやくつくものなれ近処より水

を汲， くれくれに及うねにかけよ。しほるムと

見へて水をかけてノ、，てうもも与もミなをつる

ものなり。近処に水なき木綿畑必日損にあふへ

に畑地濯j肢が定着していたことを知ることがで

きる。

次に，綿・藍・野菜類に触れているのは， 17 

世紀後半の『農業全書」と19世紀前半の『農具

便利論」であり，ともによく知られている全国

農書である。『農業全書」では，まず， r農事総

論」の「水利Jの項目に「畠のわきにも小池を

掘，井をかまへて，阜のそなへとすべL。木綿

藍其外菜の類にも，極熱の中ノ、畦の溝に，折々

水をそ Lき引てうるほすべし。」とある 61)。ま

た， r三草之類」の項目では，綿・藍について

それぞれ「早相続きたらぺ畦のミぞに水をし

かけ，しめり気睦に通じてしめりたるを見て，

やがて水を落すべし。J62
)，rひでりつよくハ，

用水あらバ溝よりしかくべし。」附とある。これ

らによれば，畑にも井戸や小池を設けて早魁に

そなえ，綿・藍・野菜類に畦問濯翫を行うこと

の必要性が説かれている。しかし， IF農業全書』

の記述は，有薗が指摘しているように64) 中国

の農書『農政全書』からの引用， 自らの営農経

験，畿内を中心とする先進地の老農からの聴取

が浮然一体となっているため，その内容を資料

としてみる場合には吟味が必要である。その吟

味として，後でみるように，綿・藍の記述のな

かに畿内を中心とした地名があげられているこ

とから，ここでの内容は先進地の老農からの聴

取によるものと考えられる。

これに対して， IF農具便利論Jでは，実施地

域が具体的に明記されているとともに，図解に

より畦間濯j肢と散水濯翫が区別されて記述され

ている。畦間濯慨は， r夏日畑に水をひく図J

し。J59に「あいを作る事，…井の水かげひき自 に示されており，図中に「畿内の砂地にてハ，

由の田地ならハ，田に作るへし。日損にあふて 夏早越の時ハ井戸より水をくミて入る也。一筋

ハ必損毛あり。J60
)などとある。これによれば， の溝より一面の畦へ通るやう存おき，一人ハ水

綿も藍も日照りに弱い作物であり，綿の場合萎 をくミ一人ノ、畦にそひて鍬を持，一番の畦へ水

れてから水をかけると，花も実も落ちてしまう をひく時は別の畦に入らざるやうふさぎ置，末

ので，それ以前に水をかける必要があり，その まで入ミちたるとミれバ其畦をふさぎ，となり

ため近くに水があることを必須の条件としてい の畦へ入ミちたる時ハ又となりの畦へ入るなり σ

る。また，藍の場合も用水が自由になるのであ 大坂辺の砂地にハ，畑毎ニ井戸あり」とある。

れば，水田で栽培するのがよいとしている。こ さらに，説明として「図のごとく，畿内にてハ

れらのことから， 17佐紀後半の三河では，すで 綿作其外葉類に至るまで，六月土用前より日和
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続きたる時ハ畑の溝底へ水を流し入る也。」と れており，綿・藍・野菜などを栽培するのに小

ある。これによれば，畿内，ことに大阪周辺の さな苗を痛めず，水の節約にもなるなどと述べ

砂地の畑では，畑毎にはねつるベ井戸が設けら ている。後者については， r図解にある所の底

れ，土用の頃に日照りが続くと，それより一人 の穴に，ぜにをつりたる桶に水を入れ荷ひ，幾

が汲み上げ，一人が水を綿や野菜畑の睦間へ一 人もたち井び一時に栓を引上て向へ走れパ，杓

本毎に導いて濯翫が行われているとしている。 にて水を打より抜群早し。」とあり 68) 数人が

そして，畦間濯翫によって固くなった畦底に穴 底穴に銅貨を吊り下げた桶に水を入れて担い，

をあけ，水を浸透させる農具として「鷺の砦 蓋を聞けて一斉に散水しながら走れば，杓で濯

鋤」や「掘りあげおこし」などが紹介されてい 水するより遥かに早いとしている。

る6へ このように，二つの全国農書は，綿・藍・野

担送による散水濯j肢は，最初にその用具と L 菜類の濯i般に触れているが，両書の成立年代に

ての「水かき桶」が図示されている。それによ 125年の隔たりがあるため，記述の内容に違い

れば，桶底に直径1寸の穴があり，その蓋につ がみられる。すなわち， ~農業全書」では記述

けられた棒を引くと穴が開き水がでる。穴の外 に具体性がなく，濯翫の必要性が述べられてい

には木綿製の細長い筒状の袋か，または銅貨(文 るにすぎないのに対して， [i'農具便利論』では

銭〕が取り付げられており，前者の場合水が袋 京都・大阪周辺でみられる濯瓶から畦間濯翫と

を伝わってやわらかく出るのに対して，後者の

場合水が銅貨にはじかれて散る仕組みになって

いる。その本文の説明は「此水かけ桶を用ゆる

、，京大坂の近村のミにLて他国に用ゆるを見

ず。警パ夏日早越の時ハ勿論，秋といへども作

物に随ひ水をかけざれノミ出来悪敷者あり。惣じ

散水j蓮翫が区別され，さらに二様の散水濯j肢が

あることが指摘されており，技術の進歩に裏付

げされた詳細な記述内容になっている。

v. 近世におけ~畑地濯;既

前述した整理・区分から，畑地濯j翫が記述さ

て三部京，江戸，大坂に近き農家ハ多く菜荒を れている農書のなかで，当該地域で実施され，

作り出せば，此具なくて叶ハざる也。」とあり 6へ農業経営において重要な意味を持つi'li慨が記述

濯水桶が京都・大阪付近のみに見られるもので されている農書は，肥培を目的とする濯翫と商

あり，大都市周辺の野菜栽培地では阜越時や盛 品作物の早害防止を目的とする濯j肢が記述され

夏の濯水に欠かせない農具であるとしている。

次に， r水かき桶にて菜読に水をかくる図」

ている農書ということができる。そこで，これ

らの農書を資料にして，近世におげる畑地濯翫

が示されており，その図では桶の底穴に筒状の を明らかにするために，濯j肢が行われた時期と

袋と銅貨をつげた場合の二様の散水濯翫が描か 地域，濯瓶目的と用水源，濯翫作物と濯翫技術

れている。そして，前者については， r図のご などの考察を行うことにする。

とく此桶に水を九分日ほど入，荷ひて畦底に入，

クミんと思ふ両畦のはへもの L上に，桶の底なる (1) 畑地濯i肢が行われた時期と地域

袋の先を少しあて，持そへたる棒を加減よくヲ! ここで問題にする農書は，表 1からわかるよ

あぐれバ，水は袋を伝ひて生へたる苗もの L上 うに21書であり，その成立年代をみてみると，

へ，ほどよく水か L りて脇ヘハ出ざる也。」と 近世前期69)に当たる18世紀前半以前に属するも

あり 67¥担い棒で九分ほど水の入った桶をかつ のが3書，それ以後の近世後期に属するものが

ぎ，畦聞を歩きながら穴蓋についた棒を引き上 18書である。

げると，水が袋を伝ってほどよくかかり，脇へ 近世前期に成立した農書は， 17世紀の『百姓

も飛ぽず無駄なく潅水することができるとして 伝記』と『農業全書』および18世紀前半の『耕

レる。そして，このような濯水は，畿内で行わ 稼春秋』である。なかでも，その記述が最も古
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い『百姓伝記」は，著者も成立年代も不明であ

るが，記述内容から三河の武家か上層農民によ

って元禄前の天和年間 (1681-83)に書かれた

ものと推定されている 70)。それでは，前述した

ように，綿と藍の栽培には濯翫が必須の条件で

あるとされている。これより，十数年後に刊行

された「農業全書』でも，畿内を中心とした先

進地における老農からの聴取をもとにして，綿

・藍・野菜類の栽培に濯翫が必要なことが説か

関山の研究によれば，享保期 (1716-35)にお

ける近世都市の人口規模は，江戸が 110万人，

大阪と京都が30~40万人，金沢と名古屋がこれ

に次いで10万人と推定されており 7ベ当時の金

沢は三都に次ぐ大都市であった。

これらのことから，近世前期の17世紀後半~

18世紀初頭の頃には，三河より西の畿内を中心

とする地域や中国・四国地方，大都市周辺の近

郊地域などで綿・藍・野菜類の濯j肢が確立して

れている。さらに 9年後の18世紀初頭に成立 いたということができる。

した『耕稼春秋』でも，金沢城下の近郊農村で これに対して，近世後期に入ると先にみたよ

栽培される野菜類の濯7慨が記述されている。こ うに，関係の農書の数が増えて， 18書に及んで、

れらのことから，畑地濯j肢が何時頃から行われ いる。その理由として，まず，綿・藍・野菜類

るようになったかはわからないにしても，少な ・甘煎などの商品作物の栽培と濯甑技術が地域

くとも 17世紀後半~18世紀初頭に実施されてい 的に拡大したことが考えられる。表5は，近世

たことは確かである。 後期の状況に近似しているとみなされる明治前

次に，その地域であるが， 11百姓伝記』には 期における国別実綿・藍葉・甘荒生産高を示し

綿の栽培地として，畿内のほか，近江・伊勢・ たものである。これによれば，綿は，三河より

尾張・三河や中国・四国地方などがあげられて 西の地域では近世前期からの生産地である畿内

おり，これらの地域では摂津国平野村(現大阪 の河内・摂津・大和や三河・尾張・伊勢，中・

市東住吉区〉から良質の綿の種子が取り寄せら 四国の伯警・出雲・播磨・備前・備中・備後・

れて集約的な栽培が行われていたのに対して， 安芸・讃岐などが依然として重要な地位を占め

三河より東の地域ではその栽培方法さえ会得さ ているが，三河より東の遠江・武蔵・常陸・下

れていなかったとしている71)。また， 11農業全 野などが新興産地として登場している。藍は，

書』では綿の栽培によって多くの利益を得てい 西では阿波が圧倒的な地位を占め，尾張・伊勢

る地域として河内・和泉・摂津・播磨・備後な ・摂津などがこれに次いでいるのに対Lて，東

どがあげられており 72) 藍については山城の鳥 では武蔵・下野・下総・越後などが重要な産

羽地方における栽培法に基づいた記述であると 地になっている。また，天明~寛政期 (1781ー

している問。当時，阿波の吉野川中下流域では 1800)の頃から栽培が知られるようになった甘

藍の栽培面積が明暦・万治期 (1655-60)に数 煎は77九四国の讃岐・阿波・伊予・土佐や畿内

百町歩に達し，特産地化が一段と進んでいたは の和泉，九州の大隅・肥前・肥後などが主産地

ずであるが7ペここではとくに触れられてはい になっている。

ない。さらに， 11耕稼春秋」では綿や藍は加賀 このように近世後期に入ると三河より東の

・越中・能登の三国においては寒い気候条件に 地域でも，綿や藍の栽培が盛んになり，西日本

適さないためほとんど作られていないとしてい における甘荒の栽培も加わって，商品作物の地

る問。このような綿・藍の商業的な栽培地域の 域的拡大がみられた。しかし，これに伴って畑

広がりからみて，その濯j肢は三河より西の畿内 地濯j銃も広がり，その技術を記述した農書が増

とその周辺地域，中国・四園地方などで行われ えたとする考えは正しくない。このことは，表

ていたものと考えられる。 1からわかるように，近世後期に関係の農書が

このほかに，金沢のようなある程度の規模を 増えているのは，すでに前期に商品作物も濯翫

もった都市近郊で、野菜類の濯j肢が行われていた。 技術も知られていた中部地方より西の地域であ
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表 5 明治前期における国別実綿・藍葉・甘茂生産高(単位:千斤〉
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資料〉農務省『明治 9~12 年農産表j]， 1878~81 (明治文献資料刊行会『明治前期産業発達史資料， JJIj冊 1

~4 ，一明治 9 ~12年全国農産表-j]， 1964) 

注1)生産高は，明治 9~12年の 4 か年の平均である。但し，次の諸国の生産物については，生産高の数字
が過大・過小すぎる年度を省いた 3か年の平均とした(実綿一但馬，伊予，藍葉一陸前，但馬，甘茂

一遠江，備前，安芸，伊予，肥後)

2)日向・大限・薩摩は，西南の役によって明治9~10年の調査がないため 2 か年の平均である

ることから明らかである。 翫器具， {窪j肢の労力・費用などに触れる詳細な

これに代わる理由として考えられるのは，先 記述が行われるようになり，その数が増えてい

進の商品作物栽培地域において，濯翫の必要性 る。このことからも，この考えの正しさを証明

を述べるだけならば，すでに広く普及していた することができる。それでは，新興産地として

『農業全書』の記述で充分であったものが，濯 の東日本においては，綿・藍の濯翫は行われな

翫技術の進歩により，それを伝えようとする要 かったのだろうか。筆者はこれに答える材料を

請が強まり，農書が増えたのではないかとする 今のところ持っていないが，後述するように，

解釈である。確かに，綿の濯翫を記述した農書 東日本では早害防止を目的とする濯j肢の必要性

でみたように， 18世紀後半の終わり頃より，単 が西日本に比して低かったように思われる。

に作物に濯瓶するのが良いという簡単な記述で

はなく，濯翫を行う適期・時刻U，濯翫方法，濯 (2) 濯瓶目的と用水源
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濯j段目的は，問題にする農書21のうち早害防 haに及び，水田の非謹翫期に当たる11月上旬~

止が19書，肥培が2書であり，とくに早害防止 5月上旬に白川の水が休閑畑に引き入れられて，

のための補給水濯i肢が重要である。早害防止に 8~10日間，水田と同じように湛水状態にして，

ついては， 19書のうち， 15書が早越時における あらかじめ決められていた順番に従って肥培濯

擢政であり，そのうちの10書が陰暦の 6~8 月， i肢が行われ，その後に陸稲・さつまいも・麦類

あるいは夏の土用におけるものとしている。陰

暦の 6~8 月は陽暦では 7 月中旬~10月上旬，

夏の土用は 7 月下旬~8 月上旬に当たるため，

夏季の早天時における濯翫であることがわかる。

秋葉・中川によれば?ぺわが国では，畑作物が

成育期間に得る平均降水量は全国を通じて夏作

(5 ~8 月〉の期聞は約 660mm であり，必要

水量(水深にして約400mm)を十分に満たし

ているが，年毎の変動や期間内の分布の不均等

から，一時的に早舷の被害を蒙ることがあると

している。これを地域的にみてみると，早越は

東海より西の近畿・中国・四国・九州地方で多

くなっている。これらの地域では， 10日以上の

連続無降水日の発生回数が20年間 (1926-45 

などが栽培されていたとのことである。

『農稼録」の舞台は，木曽川河口の輪中地域

であり，低湿地特有の多様な土地利用がみられ

たところである。その土地利用について，有薗

は「農稼録』の記述から，微高地を水田にする

ため土を掘り，その土を掻き揚げて畑にした寄

畑(島畑)，中位の半湿田で裏{乍を行うため，

土を積み上げて高畦にした畔田(くねた)，低

位の湿田の一部を掘り，その土を盛って掘上げ

田にした黒田(堀田〕の三つのタイプに整理し

ている 81)。これらのなかで，高畦にした畔田に

おいて菜種・麦類が栽培され，畦聞に肥料分に

富む掘抜井戸からの自噴水が導かれて肥培濯j肢

が行われたのである。このように，肥培濯蹴は，

年〉の調査期間に14~27回に及んでおり，ほと 2例の地域でみるように，複雑な水利システム

んど毎年のように皐越に見舞われている状況で や特異な土地利用の下で行われていることから，

ある。このような事情から補給水濯蹴の必要が その事例も少なかったものと考えられる。

生じ，主として西日本の地域で畑地濯蹴の展開

がみられたものと考えられる。

一方，肥培を目的とする濯献が記述されてい

るのは， u合志郡大津手永田畑諸作時候之考」

と『農稼録」の 2書であり，ことに，前者は19

世紀初期における本格的な肥培濯j肢が記載され

ている農書として注目される。その舞台は，阿

蘇外輪山西麓の白川右岸中流に位置する合志台

地の地域であり，小林・久武による研究報告が

ある 7ヘそれによれば，当地域では，白川の水

利用が下流域を含め一元的に管理されたため，

透水性の大きい火山灰層の台地に導水する用水

量が制限され，技術的には水田として開くこと

ができた土地の一部が畑地として残された。こ

の畑地で，水田の非濯J頂期の「冬水」が導かれ

て養分補給を目的とした肥培濯j献が行われたの

である。秋葉・中川による第二次大戦前後の時

期における当地域の状況を調査した報告によれ

ば80) 濯i肢が行われた「水入畑Jの面積は 110

用水源は，表2に示されるように，明示され

ているのは8一書であり，そのうちの 2書が河川

水・溜池 5書が野井戸・掘抜井戸 1書が河

川水・野井戸である。これからわかるように，

河川水・溜池の利用は水田を優先させるために

限られており，地下水の利用が一般的である。

ここでの『合志郡大津手永田畑諸作時候之考」

と『家業伝』における河川水の利用は，前者が

水田の非i蓮j段期，後者は表4に示されるように，

陰暦の 6 月 22 日 ~7 月 8 日までの15 日間に限ら

れており，それぞれに特殊な条件によって制約

されていた。

一方，地下水の利用は， u農稼録』の掘抜井

戸による自噴水を除けば，はねつるべによる揚

水に依存するものである。はねつるベは，立木

の先端にはね木を固定させて支点とし，一方に

重しの石をつけ，他方に握り竿を括り付け，そ

の先端に釣瓶を付けて水を汲み，挺子を利用し

て引き上げる。この場合，握り竿になる竹の長
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さには限度があるため，はねつるベの揚程は，

その限度とされる 6~7m止まりとなる。それ

以上の深さでは， より多くの労力を要する車釣

瓶を用いる必要があった。したがって，はねつ

るベの利用は，三角州・氾濫原や海岸の砂川・

浜堤・砂丘などでの浅層の地下水に限られるも

のであった。

特異なはねつるべとしては，藍の栽培が行な

われた阿波の吉野川流域で、使用された「鏡立」

が知られている 8九これは，畑脇の野井戸に，

二組の二本の丸太で、それぞれ三角を作り，その

上部に横木を渡して櫓を組み，横木に二挺のは

ねつるべを架けたものである。吉野川流域では，

6月になるとこれが設置され，藍畑の濯j肢が行

われた。

(3) 潅瓶作物と濯翫技術

濯j既作物は，肥培を目的とする場合の麦・粟

・豆・里芋・菜種・煙草と，早害防止を目的と

する場合の綿・藍・甘煎・野菜類の 2つのクール

ープに分けられ，濯j飯田積がはるかに多く，商

合はその 2倍強が全国の作付面積ということに

なり，ほぼ妥当な数字である。

これらのことから，綿の作付面積を約5万ha

とすると 3作物の作付面積は約8万haとなり，

これよりさらに， t種融の実施が確認されていな

い遠江以東の東日本の占める約10%の面積を除

いた72，OOOhaが，三河以西の西日本における面

積である。浮田が指摘しているように8九 当 時

の綿の栽培地の大部分が三角川・干拓地・氾濫

原・砂州などの浅層の地下水が得られる地域で、

あったことなどからして，近世後期における濯

翫面積は，西日本におけるこれら 3作物のみで

7万haに近い数字で、あったものと考えられる。

これは，第二次世界大戦前の1， 800haベ
1960年の32，000抑制の濯波面積と比較するとき，

きわめて大きな数字である。このことより，わ

が国の畑地濯蹴は，綿・藍・甘帯、の 3作物の栽

培面積が拡大した近世後期~明治前期にかけて

著しく発展したが， これらの作物が輸入品によ

って駆逐されるようになると後退L，第二次世

界大戦後に至るまで停滞したということができ

品性も高い後者のグループがより重要であった。 る。

ことに，綿・藍・甘震は，近世期を代表する商 野菜類は，商品生産が最も早く確立した作物

品作物であり，これらの作物が栽培された西日 とされており 90) 京都・大阪・江戸の三部や金

本における地下水の入手が容易であった地域で、 沢などの大きな城下町の近郊で商品作物として

は，ほとんど、の畑地で1産瓶が行われたものと考 栽培されたが，全体としての作付面積は小さか

えられる。

いま，表5に示される明治前期の実綿・藍葉

.甘煎の生産高が近世後期に近似したものとし

て，それぞれの総生産高から作付面積を算出し

てみると 83) 綿59，900ha，藍25，400ha，甘照

5，700haとなる。これを他の資料によって検証

してみると，綿は， [f日本農業発達史』では天

保年間 (1830-43)における全国の作付面積を

37，800haとしていることから附， 4 万~6 万ha

の面積であったものと考えられる。藍と甘煎は，

19世紀中葉におけるそれぞれの主産地での作付

面積が，阿波の藍が6，000~7， OOOha 85)，讃岐の

甘荒が2，000~3， 500ha附とされているので，表

5のそれぞれの主産地生産高卓越率24%，43% 

った。これらの都市の江戸時代における近郊野

菜圏は，渡辺によれば，京都は市街地を取り囲

む野菜の名産地としての東寺・上賀茂・川勝寺

・吉田などのほか，上鳥羽・西九条・東西の塩

小路・壬生・中堂寺・西京・大将家・鳴滝など

の「お土居十二カ村J，大阪は市街地に接する

「畑場八カ村J，江戸は東郊の足立・葛飾郡と

西郊の豊島・多摩・荏原郡，金沢は市街地の南

~西~北を囲む 4~5kmの村々などの地域とさ

れている 91)。

これらの地域は，大阪南郊と江戸西郊の地域

を除き，浅層の地下水の利用が比較的容易であ

ったと考えられるので，冬菜・京菜・芹・みつ

ば・春菊・つけ菜などの葉菜類や茄子・瓜・冬

からすると，藍の場合はその約4倍，甘慌の場 瓜などの果菜類の濯j肢が行われたものと推察さ
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れる。しかし，農書においては， これらの濯蹴

についてというより，近郊野菜園そのものにつ

いての記述が乏しい。その理由のーっとして，

都市近郊における野菜作の場合，当時の輸送条

術的にも著しく発達していたということができ

る。

VI. おわりに

件からして，地産地のものと競合することがな 本稿では，農山漁村文化協会から刊行された

く，品質を問われることが少なかったため，濯 『日本農書全集』を資料にして，畑地濯翫に関

翫を含む詳細な耕作技術を記述する必要が感じ する記述を整理・考察した結果，次のようなこ

られなかったことによるものではないかと考え

られる。

濯瓶技術は，前述したように近世後期になる

と京都・大阪を中心とする畿内の先進地では，

労力節約型の畦間濯j肢と用水節約型の散水濯J肢

が区別されるほどに発達した。散水濯j肢は，さ

らに濯水桶に取り付けられる 2種類の器具によ

り， 目的の異なる濯j肢が行われた。一つは，木

綿製の筒状の袋が用いられ， これを底穴に取り

付け， 7](勢を和らげて綿・藍・野菜類の小さな

百を痛めないで散水する濯甑が行われた。他は，

銅貨(文銭〉がはじき板として用いられ， これ

を底穴の外に取り付ぬけて広い範囲に散水し，作

業能率を良くする濯j慨が行われた。これらの濯

とが明らかになった。

1.全集に収録されている113の農書のうち，

畑地濯肢の記述があるのは34書である。そのう

ちの21書に農業経営において重要な意味を持つ

濯j肢が記述されており， これらを考察の対象と

することにした。

2. これらの農書は，成立年代別には近世前

期3書，後期18書，地域別では北陸1書，三河

以西の西日本20書であった。

3. 畑地濯j肢は，近世前期の18世紀初頭の頃

までに，綿・藍・野菜類を対象にして三河以西

の西日本の地域や大都市周辺の近郊地域などで

確立された。そして，後期においては綿・藍や

新たに加わった甘荒などの栽培地域の拡大に伴

甑様式のなかでは，畦間瀧翫が支配的で、あった う濯瓶面積の増大がみられたものの，前期から

のに対して，担送による散水濯蹴はより多くの の栽培地域内での技術的な進歩に，より大きな

労力を要したため，浸透の激しい砂地の地域や 力が注がれた。

特殊な目的の濯j肢に限られるものであった。 4.濯翫目的は，早害防止と肥培であり， と

このような濯蹴技術は，表 3，表4の河内の

農書『家業伝』の記事に示されるように，畿内

の綿作地で最も進んでいた。表3の綿の成長や

各圃場の土質と結びつけられた瀧j肢の記事は，

「二百十日よりは水いらず」という古人の金言

の引用からもわかるように，永年にわたる激密

な観察から得られた知識である。また，表4の

「宮の前」圃場の濯翫作業に注目してみると，

7月2日の川水による濯j肢が行われた後 7月

くに夏作の期間に早越が多い西日本における早

害防止のための補給水濯i肢が重要であった。こ

れに対して，肥培龍j肢は特異な条件の下で数例

みられるにすぎなかった。

5.用水源は，河川水・溜池・地下水であっ

たが，河川水・ 1留池は水田の利用が優先された

ため，三角川・氾濫原・浜堤・砂川・砂丘など

におけるはねつるべによって揚水される浅層の

地下水が主として利用された。

12日， 18日， 23日， 29日に井戸水による濯j肢が 6. 濯甑作物は，最も早く商品作物として栽

4~5 日の間隔で行われている。これは，経験 培された大都市近郊の野菜類と近世の代表的な

的に日減水深(水面蒸発量+作物蒸散量+地中 蕗品作物であった綿・藍・甘茂の 3作物が重要

への浸透量〉が意識され，畑地濯践の用水計画 であり，この 3作物のみで7万halこ近い濯iat面

における基本的な概念である間断濯翫が意図さ 積に達していた。

れていたことを示している。これらのことから 7.濯甑様式は，労力節約型の畦間濯翫がー

わが国の畑地濯i肢は近世後期には面積的にも技 般的であったが，濯翫技術の発達が目覚ましか
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った畿内の綿作地では用水節約型の二様の散水

濯1肢が実施され，計画的な間断濯翫が確立され

ていた。

最後に，筆者は一般には第二次世界大戦後に

発達したと考えられている畑地濯j肢がすでに近

世前期に確立し，近世後期~明治前期には面積

.技術において著しく発展していたことを強調

しておきたい。

(早稲田大学教育学部〉
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STUDY ON UPLAND FIELDS IRRIGA TION WRITTEN IN THE OLD 

F ARMING BOOKS OF THE EDO PERIOD 

Minehiro NAKAJIMA 

This paper deals with upland fields irrigation written in the old farming books of 

the Edo Period (early 17th to mid-19th century). Out of 113 old farming books， 21 books 

describing upland fields irrigation which had played an important role in agricultural 

management were studied and as a result， the following points have been clari五ed.

1. Of these books， 3 books were written in th巳五rsthalf of the Edo Period， 

while 18 books in the latter half of the Edo Period. One book was written in Hokuriku 

district， while 20 books in Western part of ]apan (west of Mikawa Province). 

2. The upland fields irrigation started in the Western part of ]apan and in the 

suburbs of large towns and cities in the五rsthalf of the Edo Period， and a remarkable 

development of irrigation t巳chniqueswas marked in the latter half of the Edo Period. 

3. The purpose of irrigation was to water and to fertilize upland fields. Irrigation 

for watering was more important in the Western part of Japan where they suffered many 

times from a drought especially in summer time. 

4. Water from rivers， small reservoirs and underground water was used for upland 

五eldsirrigation. Of these three water sources， however， the underground water was the 

most important. It was drawn up by sweep from shallow wells dug on delta， flood plain， 

sand bar and sand dune. 

5. Irrigated crops were vegetables grown in the suburbs of large towns and cities， 

and cotton， chinese indigo and sugar cane cultivated in the Western part of Japan. The 

latter three crops covered 70， 000 ha of the irrigated area. 

6. A general type of irrigation method was a furrow irrigation. However， a 

kind of sprinkle irrigation and intermittent irrigation as a scheduled watering were prac 

ticed in the Kinai district where irrigation techniques were developed. 

In conclusion， the anthor would like to emphasize that upland fields irrigation in 

Japan was not developed after the Second World War， but had already been developed 

during the Edo Period and the Meiji Period， namely， from the late 18th century through 

the 19th century. 
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